
ソリトン系のダイナ ミクスとそれに関するカオスの問題

reducesto

1- (3A2b2/2Km)G(01LJ)=O or (こくB2y2+1)1/2-1. (3.ll)

Inserting thenu血ericalvaluesobtainedabove to this,wegetと =2.9

forJ=3cm-iand2･O forJ=4cm-1･ ThebindingenergyEB戎 (ul一山H of

solitons,whichcorrespondsto ared-Shift frequency■ofamide Iabsorp-

tionline inACN,iSEB芸17･4cm-1forJ=3cm-1and16･Ocm-1forJ=4

;霊 iiz:ht言03u三nftliE:忠 .三･三三;恵 ･,i::):Ti,W霊cdh｡fsl,af:eraSthuer;eOfw.theva_
luesofJ. Thisimpliesthatourfirstorderapproximationisactually
agood approximation.andwedon♭tneedtoproceedanymore･ Thesolト
tonbindingenergysoobtainediSqOOdaqreementwith theexperimental

resultobtainedbyCarerietal.1) Herdwehavenotyetspecifiedopti-
calphononswithwhich theamide Ivibration inACNcouples. Thesemay
bephononmodesinvolvingprotonmotion. Itisseen fromEq･(3･4)that
alocalstrain fieldorcoherentphonon fieldiSaccompaniedwithsta-
tionaryvibron801itons.
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K-dV方程式の一般的座標変換

広大･工 伊 藤 雅 明

ソリトン方程式と呼ばれる方程式の中には適当な変換によって結びつけられるものがある.

その一例として,Konn｡.Ichikawa_Wadati方程式 1)

oT+ cos20(sine)fff- 0

は,Ⅰ血血ori2)によって見付けられた変換

α

i- I cosOdx

T= ∠

によって次のようなmodifiedK-dV方程式

oJ i ox3+ 03㌔ o
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(3)
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と結び付けられている.

ここでは,(2)式と同じように従属変数による変換

｣r

I- ∫ f ( a) d x

T= t

をK-dV方程式

払t=6払ux+u3.T

(4)

(5)

に施 したとき,元の方程式が持っている性質 (無限個のSymmetry,保存量,Laxpair寄)が保

存されるかを調べる.

(4拭 中のf(a)としてK-dl仁方程式(5)の保存密度であるu,及びu2を考えると,変換された方

程式も次のような微分多項式で表わされる.

uT- 払3uEf+3u2払fu2f+3u2u,E (f(a)-a)

uT-au3,I+6弘5払Eu2f+3弘4uE3+2u3uf (i(a)- u2)
- 6

ここでは,この2例について上記の性質を調べることにする.結果は2例とも同様であるので

f(a)-u'の場合のみについて示す.

(I) Symmetry

K-dV方程式には無限個のsymmetryを生成するrecursionoperator

-Z)-D 2+4u+2uxD-1

が見付けられているが,(6)式に対 しても次のようなrecursionoperator

-Z)- u2Dq2+ 払ufD+4払+2uuf- UED -1

+(u3u3f+3u2uEu2E+3u2払E)Dl li2払

(8)

(9)

が存在することが分った.ここでD及びD-はそれぞれx及び打こ関する全微分である.しかし

(9)式は(8)式に単に(4)式の変換を施 しただけでは得られない.

(m Laxpair

変換されたK-dV方程式(6匿対して次のようなLaxpairが存在する,
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ただし

ここで

ソリトン系のダイナ ミクスとそれに関するカオスの問題

3日0日

(ll)

Ll-弘2∂E2+u u f∂f十 払
L2--(u2+uuE2+ tL2u2f-4}払)∂f-1Luf

?-exp t J E (i + x (a ,k))df, I
u,

1=k2

∞
I-∑k-ax乙乙=1

(14)

と置くと,(10)式よりkの各巾に応 じて保存密度が得られ,無限個の保存量の存在が言える.

しかし,Hamiltonian形式,Laxpairの擬微分作用素による表現,Lexpairとrecursionopera-

torとの関係については未解決である.
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2次元非線型波動系の トポロジカルな渦のダイナミクス

京大･工 石 森 勇 次

トポロジカルな欠陥を許す非線型波動系が積分可能か否かは,その欠陥のダイナミクスと深

くかかわっている.例えば 1次元sine･Gordon方程式は積分可能系として知 られているが,欠

陥として現われるソリトンは互いの衝突によってもその個性が失われず,系の作用角変数とし

ての役割りをはたす.一方非可積分系である1次元 ¢4方程式のソリトンは,そのような性質

を持たない.一般に欠陥の種類は,系を記述する秩序パ ラメータの成分の数 nと空間の次元 d
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